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文教民生委員会・分科会次第 

 

             日時：2025年３月18日（火）９:30～ 

     場所：第２委員会室 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

 ⑴付託・分担案件の審査(別紙 議案付託表・分科会分担表) 

  ア 委員会審査   

 イ 分科会審査        

 

⑵意見・要望のまとめ 

ア 分科会意見・要望のまとめ 

イ 委員会意見・要望のまとめ 

 

⑶閉会中の継続調査（審査）の申し出について 

 

⑷管外行政視察研修について 

   ア 日程 

    2025 年５月 19 日（月）～21 日（水） 

 

４ 報告事項 

 ⑴外出支援サービス助成事業利用者ヒアリング結果について（高年介護課） 

  

 

５  その他 

 

６ 閉 会 

 



令和７年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【文教民生委員会】 

  第４号議案 豊岡市立植村直己記念スポーツ公園の指定管理者の指定について 

  第12号議案 豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 

   第13号議案 豊岡市こども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

  第14号議案 豊岡市手話言語条例制定について 

  第19号議案 令和６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第４号） 

   第20号議案 令和６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算

（第４号） 

  第21号議案 令和６年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号） 

  第22号議案 令和６年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

  第23号議案 令和６年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第５号） 

  第24号議案 令和６年度豊岡市霊苑事業特別会計補正予算（第２号） 

  第29号議案 令和７年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

  第30号議案 令和７年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

  第31号議案 令和７年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

  第32号議案 令和７年度豊岡市介護保険事業特別会計予算 

  第33号議案 令和７年度豊岡市診療所事業特別会計予算 

  第34号議案 令和７年度豊岡市霊苑事業特別会計予算 

  第39号議案 工事請負変更契約の締結について 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  第18号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第28号議案 令和７年度豊岡市一般会計予算 

 



令和７年３月定例会 

文教民生委員会・分科会 審査日程表（案） 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

３月17日（月） 

９：30～ 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：00～ 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】 

窓口サービス課 

国保・年金課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

福祉監査課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

 

 

説明・質疑 

○分第28号議案 ⑦豊岡市一般会計予算 

 

 

・・・・・・・当 局 職 員 一 部 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第12号議案 豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

について 

〇第13号議案 豊岡市こども医療費の助成に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

〇第29号議案 ⑦豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

〇第30号議案 ⑦豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

〇第31号議案 ⑦豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

〇第32号議案 ⑦豊岡市介護保険事業特別会計予算 

〇第33号議案 ⑦豊岡市診療所事業特別会計予算 

〇第34号議案 ⑦豊岡市霊苑事業特別会計予算 

 

 

【こども未来部】 

こども未来課 

こども支援課 

 

【観光文化部】 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

新文化会館整備推進室 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

学校教育課 

幼児育成課 

社会教育課 

 

 

説明・質疑 

○分第28号議案 ⑦豊岡市一般会計予算 

 

 

説明・質疑 

○分第28号議案 ⑦豊岡市一般会計予算 

 

 

説明・質疑 

○分第28号議案 ⑦豊岡市一般会計予算 

 

【委員のみ】 

討論・表決 

○分第28号議案 ⑦豊岡市一般会計予算 

 

意見・要望のまとめ 

《第28号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第12～13、29～34号議案：委員会審査意見、要望等のまとめ 

 

 



 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（黒字：委員会、赤字：分科会） 

 

３月18日（火） 

９：30～ 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：20頃～ 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】 

国保・年金課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【観光文化部】 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

防本部】 

【教育委員会】 

教育総務課 

 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第４号議案 豊岡市立植村直己記念スポーツ公園の指定管理者の指

定について 

〇第14号議案 豊岡市手話言語条例制定について 

〇第19号議案 ⑥豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正

予算（第４号） 

〇第20号議案 ⑥豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正

予算（第４号） 

〇第21号議案 ⑥豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４

号） 

〇第22号議案 ⑥豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

〇第23号議案 ⑥豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第５号） 

〇第24号議案 ⑥豊岡市霊苑事業特別会計補正予算（第２号） 

〇第39号議案 工事請負変更契約の締結について 

上記部署に加え 

【市民部】 

窓口サービス課 

 

【こども未来部】 

こども未来課 

 こども支援課 

 

【観光文化部】 

新文化会館整備推進室 

 

【教育委員会】 

学校教育課 

幼児育成課 

社会教育課 

 

 

【関係部署のみ】 

 

 

 

説明・質疑・討論・表決 

○分第18号議案 ⑥豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・当 局 職 員 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

《報告事項》  

〇外出支援サービス助成事業利用者ヒアリング結果について【高年介

護課】 

 

※ ○分（赤字）は予算決算委員会 文教民生分科会分担議案、○（黒字）は文教民生委員会 付託

議案です。 

※ 17 日中に当初予算の討論、表決を行い意見要望の取りまとめを行います。 
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【委員のみ】 

 

意見・要望のまとめ 

《第18号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第４、14、19～24、39号議案：委員会審査意見、要望等のまとめ》 

 

 

《閉会中の継続審査の申し出について》 

 

《管外行政視察について》 
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文教民生委員会重点調査事項 

 

 

１ 福祉等の充実について 

      

   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 

      

   ４ 交通安全・防犯対策について 

      

   ５ 教育をめぐる諸問題について 

      

   ６ 子ども・子育て支援について 

      

   ７ 文化・スポーツ振興について 

 

８ 文化財の保護と伝統文化の継承について 

      

   ９ 生涯学習について 
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午前９時２５分委員会開会 

○委員長（清水  寛） おはようございます。 

 まだ定刻前なんですが、皆さんおそろいになりま

したので、ただいまから文教民生委員会を開会いた

します。 

 今日は非常にいい天気です。今日朝、ラジオ体操

を区の公民館の前でしてるんですけど、行ってきま

して、実はそこにおられた方が、いつも元気な方が

マスクをされてました。え、どうされたんですかっ

て聞いたら、急に花粉症になられたということで、

もう７５ぐらいなんですけども、その方がなるぐら

いですから、ある日突然に花粉症はなりますので、

皆さんも何か、ちょっと気をつけていただけたらな

というふうに思います。急に鼻水とかが出てきたり

します、風邪ではないということ。 

 それでは、始めていきます。 

 本日は、この後、３、協議事項、１、付託・分担

案件の審査として、昨日で審査の終了した議案を除

いて当委員会に付託された議案の審査を行い、委員

会審査の後、分科会審査に切り替え、審査を行いま

す。次に、報告事項を挟み、続いて、委員のみで協

議事項２番、意見・要望のまとめ以降の協議を行う

予定としております。 

 なお、当局出席者についてですが、分科会審査か

らの関係部署は分科会審査の時間から出席いただ

くよう要請しておりますので、ご了承願います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願

いいたします。 

 これより協議事項１番、付託・分担案件の審査に

入ります。 

 初めに、第４号議案、豊岡市立植村直己記念スポ

ーツ公園の指定管理者の指定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） おはよう

ございます。 

 それでは、第４号議案の植村直己記念スポーツ公 

園の指定管理者の指定についてということで、議案 

書の４３ページをご覧ください。 

 第４号議案、豊岡市立植村直己記念スポーツ公園

の指定管理者の指定については、公募によって選定

しましたアドバンス株式会社を指定しようとする

ものです。 

 指定期間は、令和７年４月１日から３年間として

おります。 

 なお、公の施設の概要等を４５ページに添付して

おりますので、ご清覧ください。 

 簡単ですけど、説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第４号議案は、原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、第１４号議案、豊岡市手話言語条例制定に

ついてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、私からは、

手話言語条例制定についてご説明をさせていただ

きます。 

 議案書の１１３ページをご覧ください。概要につ

きましては、本会議の提案説明におきまして健康福

祉部長よりご説明を申し上げたとおりでございま

す。 

 私からは、この条例の特徴につきましてご説明を

させていただきたいと存じます。 
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 １１６ページをご覧ください。中ほどになります、

第７条でございます。本条例におきましては、第７

条において医療機関の役割というのを定めている

ところが特徴でございます。聞こえにくさの程度に

かかわらず、子供には視覚的情報、この条例上では

手話言語がそれに当たりますが、視覚的情報は有効

な情報取得手段でございます。しゃべり言葉を身に

つけている幼児の場合は音声言語に身ぶりや手ぶ

りを併用することでコミュニケーションや学習の

理解度が高まってまいります。まだ言葉を話すこと

ができない乳児の場合は、音声言語に身ぶりや手ぶ

りを併用することでコミュニケーションはより有

効になると言えます。しかしながら、聞こえない、

聞こえにくい子供の場合は、音声言語のみで話しか

けても、その聞き取りにくさから、例えばこの人が

ママであるとか、この人がパパであるということの

理解に相当な時間をかかるということになってま

いります。聞こえを補うためにいろいろな機器も開

発されております。補聴器や人工内耳がございます

が、これらの装用に慣れるためにも時間がかかりま

すので、早い段階から、子供の早い時期から音声言

語と手話言語で話しかけていくことで、子供が様々

な情報を得ることができる、発達に大いにプラスに

なることであると考えております。このため、医療

機関と連携をいたしまして、聞こえない、聞こえに

くい乳児の保護者に対して、手話言語に関する情報

の提供や関係機関と連携した、聞こえない、聞こえ

にくい子供やその保護者への手話言語による情報

取得の有効性というのの理解をいただくように努

めてまいりたいというふうに考えているところが

特徴でございます。 

 簡単ですけれども、説明は以上です。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ２年前ほどの聴覚特別支援学

校の統合の流れの際に、今物すごい聾唖の子供は少

ない、昔に比べて少ないというようなこと聞いたん

ですけど、市内で聴覚障害者どの程度あるのか、そ

のうち子供がどれぐらいあるのか分かりますか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） いわゆる出現率と申

すんでしょうか、生まれる子供の中で聴覚に障害を

持つ子供の数というのが、これ長野県の調査だと思

うんですけれども、１，０００人当たり１．６人と

いうふうにお聞きをしております。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 以前、昔と比べて大きく減っ

てるんでしょうか。 

 それと、もう一つ、特別支援学校の話のときは、

耳が聞こえなくても、今は普通の学校に通ったりす

る人も多いっていうような話も聞いたんですけど、

その辺りの話も分かりますか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 先ほども触れさせて

いただきました人工内耳であるとか、補聴器ってい

うのが、非常に、小さなお子さんでも装用できるよ

うになってきております。それに慣れていただくこ

とが可能であれば、普通校に登校するというふうな

ところまで聴力を回復することは可能であるとい

うふうになっておりますので、普通校に通われる子

供さんも増えてきているということでございます。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） もう一つ、以前と比べてとい

うのは分からないか。数が、聾唖の出現率が減って

るということはないんですか。学校自体は１学年１

０人ほどおったのが、今もう６年生まで合わせても

二、三人だとか、物すごい極端に数が減ってるんで

すよね。言わば五、六十人おったのが二、三人とい

う、極端な、それぐらいな聴覚特別支援学校は昔に

比べて減ってるということで、出現率がやっぱり変

わってくるのかな。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 出現率については、

顕著な変化っていうのはないというふうに考えて

おります。ただ、先ほども申し上げたように、いろ

いろな機器が開発をされてくることによって、子供
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さんの情報の獲得っていうのが容易になってきて

いるので、普通校に通えるようになる子供さんも増

えてきていると、そういう認識でございます。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません。僕は姉が聴覚障

害者なんで、詳しい面では、手話については詳しく

ないです。だけど、やはり今スマホでも人の話は文

字になってばあっとリアルタイムで出てきて、全く

理解できないわけではないけど、やはり手話通訳者

がおってのコミュニケーションのほうがいいと感

じる。手話大事だなと思っております。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 追加で、今長野県の調査で１，

０００人に１．６人っておっしゃいましたかな、そ

うであるとすれば、０．１６％で、１万人で１６０

人、どういう計算なのか。具体的に豊岡市で何人い

らっしゃる、何人ほどいらっしゃるのかなというこ

とを聞いてみたいんですけれども。０．１６％、０．

１６％。７００、１，０００人か。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 現在の聴覚障害のお

持ちの方の人数でございますけれども、全部で２５

６名となっております。そのうち１８歳未満の方が

１０名いらっしゃいます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。そうすると、

さっきの長野県の調査の０．１６％といったら多い

数字がカウントされるな、カウントされてるんか、

漏れがあるんかちょっと知りませんけれども、分か

りませんけれども、そんな気がしました。 

 それで、この手話言語条例、大変結構だというふ

うに見てるんですけども、その立てつけとしては、

市の責務、それから、さっきおっしゃった医療機関

というふうにおっしゃいましたな、の責務、それか

ら、学校、事業者、市民と、上からいったら市民、

学校、医療機関、市の責務というようなことになる

んですけども、市民の責務、事業者の責務といえば、

当然手話言語を習う人を増やすということじゃな

いかなと思うんだけども、具体的にその中で市の責

務として、さっきおっしゃったような医療機関のこ

ともおっしゃいましたけれども、どういって書いて

あったかな、手話言語を使用しやすい環境づくりを

進めるため、手話言語に関する施策を推進すると、

ここに書いてありますけども、具体的に、もっと具

体にどういったことを推進していくのか、ちょっと

教えていただけますか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） まず、手話は言語で

あるということを多くの市民の方に知っていただ

く必要があるというふうに考えてございます。この

ため、市の広報ですとかホームページ、あるいはＬ

ＩＮＥ等のＳＮＳもございますので、いろいろな媒

体を活用しまして手話言語に関する情報を市民に

発信しまして、市民の皆様にはお届けをしたいと考

えております。 

 また、各団体対象になりますけれども、いわゆる

市政の出前講座を活用いたしまして、関心をお持ち

いただいたグループには職員を派遣をして、出前講

座を新たに開催し、進めていきたいと考えています。 

 それから、知っていただいた後で興味を持たれた

方については、ぜひとも手話を使っていただきたい

というふうに考えておりますので、実際に知ってい

ただいた方には手話奉仕員の養成講座というのも

これまでから開設をして、実施をいたしております

ので、こちらのほうを拡充をして、広く皆さんに活

用いただいて手話に触れていただく、使っていただ

くというふうな機会をつくっていきたいというふ

うに考えております。そういったことで、市民の方

やあるいは手話を実際にコミュニケーションに使

える方というのが増えることで、聞こえないあるい

は聞こえにくい方にとっても、手話を活用してコミ

ュニケーションができる、誰もが共生できる社会が

実現するというような、そういったストーリーでも

って展開をしていきたいと考えております。以上で

す。 
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○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 基本は手話を言語であるとい

うことを理解していただくことからスタートする

んでしょうけども、仄聞するに、手話の講座受けと

られる人も大分あるような気もするんですけども、

その辺私は全く無知だったんですけど、何ていいま

すか、手話の講座とか、試験を受けるとか、費用が

かなり要るもんでしょうか。そんなお金かからへん

もんか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 豊岡市で現在実施を

しております手話奉仕員養成講座、こちらについて

は、テキスト代として３，３００円程度をお願いを

しておりますが、それ以外の受講に関しては費用は

かからないように。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今ちょっと３，０００円ほど

テキスト代がかかるということでしたけど、市が推

奨していくんであるということが基本的に条例で

こうしてうたわれるわけですので、手話の勉強され

る人であったり、受検をされる人であったり、でき

るだけ手厚いことをしながら、手話の、今の条例に

則した市の責務を果たしていただくようなことを

やっぱせなあかんと思うわな。 

 それで、さっきの１．６％で、豊岡市では２５６

人というふうにおっしゃいましたけれども、これが

そこそこあるなというふうに改めて聞かせていた

だいたんですけども、できるだけ差異がないような

生活が送れることが第一だと思いますので、頑張っ

ていただきます、せっかく条例制定ができましたの

で、お願いしておきたいと思います。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） 以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかありますか。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） ちょっと今までやり取りが気

になっていて確認するんですけど、最初に須山委員

が聞いた質問が、市内の人数、何人ですか、子供の

人数何人ですかっていう質問されました。それに対

して答弁の、長野の出現率は１０００分の１．６人

ですよと答えられました。その後に福田委員がさら

にちょっと確認でもう一回されたときに、市内の人

数、２５６名で、子供が１０名と答えられました。

この数字がちょっと違和感あって、結局、須山委員

が最初聞いたのには答えずに、なぜそれよりも少な

い事実の人数を答えられたのかっていうところの

意図をちょっと確認させてください。 

○委員長（清水  寛） はい。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 大変申し訳ございま

せんでした。ちょっと私が聞き漏らしておりました。 

○委員長（清水  寛） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） こういった数字ってのがすご

く印象を操作されてしまうようなところもあるの

で、今後そういったことがないようご注意いただけ

たら思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） いいですか。すみません、ち

ょっと条例のところで、説明でさっき聞き逃したか

もしれんのんですけど、７条のところで、医療機関

の役割で、「医療機関は」で、最後のところに関係

機関との連携等を行うよう努める、この関係機関っ

て具体的にどういう機関か教えていただけますか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 医療機関から見た場

合の関係機関といいますのは、例えば市であるとか、

あと保健所です、そういったところとの情報の共有

を図っていただいて、より早く情報を獲得できるよ

うに、手話を活用できるような、そういった環境に

お誘いいただくといいますか、進めていただくとい

うふうなことを表しております。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 主に行政機関とということで

よろしいですか。 

○委員長（清水  寛） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） はい、今委員ご指摘

のとおりでございます。主に行政機関というふうに
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ご理解をいただけたらと思います。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第１９号議案、令和６年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、議案書

の２７７ページをご覧ください。よろしいですか。 

 第１９号議案、令和６年度豊岡市国民健康保険事

業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）につい

てご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ６，６４５万円を減額し、予算の総額を

８８億９，８１１万８，０００円としています。 

 主な内容につきましては、事項別明細でご説明い

たしますので、２９２ページ、２９３ページをご覧

ください。まず歳出でございます。２９２ページの

上の表、左から３列目の補正額の計になります。総

務費の一般管理費２，８１４万１，０００円の減額

につきましては、人件費及び事務処理標準システム

の移行スケジュール延期によります業務委託料の

減額でございます。 

 その下からの３つの表です。国民健康保険事業費

納付金につきましては、県補助金の減額及び一般会

計繰入金における増減額による財源更正でござい

ます。 

 次に、２９４ページ、２９５ページの上と中段の

表になります。保健事業費の合計額１，７４８万円

の減額につきましては、人件費及び特定健康診査事

業費等の決算見込みによる不用額の減額です。 

 次の基金積立金２，７２５万９，０００円の減額

につきましては、国民健康保険税の減額に伴い、歳

入歳出額により減額調整を行うものです。 

 次に、２９６、２９７ページをお願いします。１

１款の諸支出金の繰出金６４３万円の増額につき

ましては、国保直診事業の資母診療所運営費に係り

ます特別調整交付金相当額を国保特別会計（直診勘

定）に繰り出すものでございます。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、ページを戻っていただいて、２８６、

２８７ページをご覧ください。歳入の内訳ですが、

国民健康保険税４，０２２万６，０００円及び次の

手数料５万４，０００円のそれぞれの減額につきま

しては、収納実績見込みによりますものです。 

 その下の国庫補助金３３３万３，０００円の増額

につきましては、オンライン資格確認システムの改

修による社会保障・税番号制度システム整備費補助

金の交付決定によります。 

 次のページ、２８８、２８９ページの県の補助金

４，８０１万５，０００円の減額につきましては、

歳出でご説明いたしました事務処理標準システム

の移行延期による特別調整交付金及び県繰入金等

の内示によるものでございます。 

 次の表です。財産運用収入１９万５，０００円の

増額は、国民健康保険財政調整基金利子の増額によ

るものです。 

 また、次の繰入金の一般会計繰入金４１０万８，

０００円の増額は、保険基盤安定繰入金等における

決算見込みの増額、減額によります。 

 その下の基金繰入金１，４７５万４，０００円の

増額につきましては、国民健康保険税の減額に伴い、

歳入歳出等により増額調整をするものでございま

す。 
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 次に、２９０ページ、２９１ページをご覧くださ

い。諸収入５４万５，０００円の減額につきまして

は、保険税滞納延滞金の決算見込みによるものでご

ざいます。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第２０号議案、令和６年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第４号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、議案書の

３０１ページをお願いします。第２０号議案、令和

６年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘

定）補正予算（第４号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ３５８万１，０００円を減額し、予算の

総額をそれぞれ７，８７５万５，０００円とするも

のです。 

 補正の内容につきましては、事項別明細書により

ご説明いたしますので、３１２ページ、３１３ペー

ジをお願いします。まず歳出ですが、１款総務費に

つきましては、人件費及び公立豊岡病院から資母診

療所への形成外科医の派遣費について決算見込み

により減額補正するものです。 

 ２款の医業費につきましては、医薬材料費や医療

機器の借り上げ料について決算見込みにより減額

補正するものです。 

 次に、歳入ですが、戻っていただいて、３１０ペ

ージ、３１１ページをお願いします。１款診療収入

につきましては、決算見込みにより減額補正するも

のです。 

 ４款県支出金につきましては、物価高騰対策一時

支援金として、県からの補助を増額補正するもので

す。 

 ５款繰入金につきましては、決算見込みにより一

般会計からの繰入金を減額補正し、事業勘定繰入金

は、県からの特別調整交付金の確定により増額補正

するものです。 

 健康増進課の説明は以上になります。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第２０号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第２１号議案、令和６年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計補正予算（第４号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） ３１７ページをご

覧ください。第２１号議案、令和６年度豊岡市後期

高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）につい

てご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２，９１３万４，０００円を追加し、予算

の総額を１５億３，６３９万２，０００円とするも
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のです。 

 主な内容につきましては、事項別明細書でご説明

いたしますので、３２８ページ、３２９ページをご

覧ください。３２８、３２９です。まず歳出ですが、

総務費の一般管理費２７０万９，０００円の減額に

つきましては、人件費の増額及び事務処理標準シス

テムの移行スケジュール延期による業務委託料の

減額になります。 

 その下の表の後期高齢者医療広域連合納付金３，

１８４万３，０００円の増額につきましては、保険

料及び保険基盤安定繰入金の決算見込みによるも

のでございます。 

 ２ページ戻っていただきまして、３２６ページ、

３２７ページをご覧ください。歳入の内訳ですけれ

ども、上の表の保険料５，０３３万９，０００円の

増額及びその下の表、一般会計繰入金２，１２０万

５，０００円の減額につきましては、いずれも決算

見込みによるものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第２１号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第２２号議案、令和６年度豊岡市介護保険

事業特別会計補正予算（第４号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、議案書の

３３３ページをご覧ください。第２２号議案、令和

６年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ７，７４９万２，０００円を減額し、予

算の総額をそれぞれ１０３億７，７６６万２，００

０円とするものです。 

 補正予算の内容につきましては、事項別明細書に

よりご説明いたしますので、３４８、３４９ページ

をご覧ください。まず歳出ですが、このページの１

款総務費から３５６、３５７ページの上段の表、３

款地域支援事業費までは、人件費の調整及び決算見

込みにより減額するほか、国庫支出金及び支払基金

交付金等の決算見込みにより財源更正するもので

あります。 

 主なものを説明します。３４８、３４９ページを

ご覧ください。下段の表、２款保険給付費の３目地

域密着型介護サービス給付費の４，７００万円の減

額につきましては、第９期介護保険事業計画策定に

基づき、小規模多機能型居宅介護を公募し、応募し

た事業者は、当初は昨年末をめどに開設予定する予

定でしたが、検討するに当たり、改修規模が想定よ

り増加したこと、また、当初予定していなかったス

プリンクラー用のタンクを設置することが必要に

なったことから納品に日数がかかり、開設が来年度

に遅れたことが大きな理由であります。また、今年

度はインフルエンザが蔓延したこと、最近はほとん

ど聞くことはなくなりましたが、施設ではまだ新型

コロナウイルスの感染者が発生したと聞いており

ます。そのようなことから、利用者が介護サービス

を控えたことも多少あるかと思っております。 

 再び３５６、３５７ページをご覧ください。下段

の表、５款基金積立金につきましては、介護給付費

準備基金積立金の利子の増額によるものです。 

 戻っていただきまして、３４２、３４３ページを

ご覧ください。歳入ですが、このページの最初、３

款国庫支出金から３４６、３４７ページの９款諸収

入までは、決算見込みにより増額及び減額をするも

のです。 

 説明は以上です。 
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○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第２２号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第２３号議案、令和６年度豊岡市診療所事

業特別会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、議案書の

３６１ページをお願いします。第２３号議案、令和

６年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第５

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ８５４万２，０００円を減額し、予算の

総額をそれぞれ３億５９１万４，０００円とするも

のです。 

 補正予算の主な内容につきましては、事項別明細

書によりご説明いたしますので、３７６ページ、３

７７ページをお願いします。まず歳出ですが、２款

森本診療所費と３款神鍋診療所費の施設管理費に

つきましては、人件費の決算見込みにより減額補正

するものです。 

 次に、３款神鍋診療所費の医業費につきましては、

医薬材料費や機器借り上げ料の決算見込みにより

減額補正するものです。 

 次に、３７８、３７９ページをお願いします。４

款高橋診療所費の施設管理費につきましては、人件

費及び公立豊岡病院からの形成外科医の派遣費に

ついて決算見込みにより減額補正するものです。 

 その下、医業費につきましては、機器借り上げ料

の決算見込みにより減額補正するものです。 

 次に、歳入ですが、戻っていただきまして、３７

０ページ、３７１ページをお願いします。２款森本

診療所収入の外来収入につきましては、決算見込み

により増額補正するものです。 

 次に、３７２ページ、３７３ページをお願いしま

す。３款神鍋診療所収入及び４款高橋診療所収入の

外来収入につきましては、決算見込みにより減額補

正するものです。 

 なお、３７０ページから３７５ページの、１款休

日急病診療所収入から５款但東歯科診療所収入の

全てにおいて、物価高騰対策一時支援金として、県

からの補助金を増額補正し、一般会計からの繰入金

については、決算見込みにより減額や増額の補正を

行っています。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第２３号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第２４号議案、令和６年度豊岡市霊苑事業

特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、佐田参事。 

○生活環境課参事（佐田美佐樹） それでは、第２４

号議案、令和６年度豊岡市霊苑事業特別会計補正予

算（第２号）についてご説明いたします。 

 議案書は３８３ページをご覧ください。第１条で

歳入歳出予算の総額にそれぞれ３万２，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，
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３２９万１，０００円としています。 

 内容を事項別明細書によりご説明申し上げます。

３９３ページをご覧ください。まず歳入から説明し

ます。霊苑整備基金の積立金に係る利子収入の増額

見込みにより３万２，０００円を計上しております。 

 次に、３９５ページをご覧ください。歳出ですが、

今の歳入で計上した利子収入を基金に積み立てよ

うとするもので、同額の３万２，０００円を計上し

ております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第２４号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第３９号議案、工事請負変更契約の締結に

ついてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 教育総務課、木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） それでは、追加議案

書３ページをご覧ください。第３９号議案、工事請

負変更契約の締結についてご説明申し上げます。 

 本案は、令和６年９月２７日に議決をいただきま

した竹野地域小中一貫校整備建築工事の工事請負

変更契約を締結するもので、豊岡市条例の規定によ

り議決を求めるものでございます。 

 変更後の契約金額は、当初議決額から１，３７６

万６，５００円増の８億９，１５６万６，５００円

でございます。 

 ５ページをご覧ください。工事の変更概要を記載

しております。既存校舎棟等の外壁補修工事に先立

っての専門業者による調査の結果、改修数量を変更

するものでございます。 

 本議案に関連しまして、竹野学園の低学年棟増築

工事の状況につきまして改めてご報告を申し上げ

ます。 

 去る１３日の本会議での提案説明でもございま

したとおり、低学年棟の増築工事につきまして、当

初予定しておりました８月下旬の完成が２か月程

度遅れる見込みとなりました。これまで２学期開始

時から前期課程の児童が新しい校舎利用を開始す

る予定で進めてまいりましたが、その時期に影響を

及ぼす状況となりました。楽しみにされていた児童

生徒、保護者、そして地域の皆様に対し、深くおわ

び申し上げます。 

 なお、前期課程の児童が新しい校舎の利用を開始

する時期につきましては、子供たちへの影響を第一

に考え、今後保護者の皆様のご意見も伺いつつ、学

校と調整を行ってまいります。誠に申し訳ございま

せんでした。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません。謝罪していただ

いたところ申し訳ないんですけど、ちょっと確認を

幾つかさせてください。 

 まず、これ低学年棟が遅れた理由っていうのをま

ずお聞かせいただけますか。 

○委員長（清水  寛） 加藤参事。 

○教育総務課参事（加藤 哲夫） 遅れた理由は大き

く２点ございまして、１点目が、くい工事のくいの

納期の遅れと、もう１点が、低学年棟の工事上の施

工上に関することということの２点になっており

ます。 

○委員長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） これ遅れたのはよく分かるん

ですが、最初の入札の段階である程度工期はいつま

で、いつまでというふうにしっかり、それぞれの資

材の納期も含めて入札されて、業者さんは対応され
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てると思うんですけど、これが遅れたというのは、

これは業者さんのある意味ミスというか、見込みが

甘かったというような考え方でよろしいんですか。 

○委員長（清水  寛） 加藤参事。 

○教育総務課参事（加藤 哲夫） 工事契約上は今年

の１２月２６日が工期ですので、業者さんへの契約

上の縛りは、その期限までとなっております。 

 今回低学年棟、２学期からスタートするっていう

工程につきましては、昨年度設計段階で設計事務所

と標準的な工程で決めて、あと引っ越し時期が夏休

みが一番ベストだろうっていうことで、教育委員会

で判断した内容です。工事が始まりまして、実際資

材の納入状況だとか、施工の方法なんかは施工業者

の施工計画によって進めることになりますので、そ

の中で２学期スタートというのは当然伝えており

ますので、できるだけ努力をしていただくというこ

とで進めておりましたが、外的な要因もありまして、

この結果になったということになります。以上です。 

○委員長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） ということは、入札の段階で

は、低学年棟を９月から利用したいということは、

業者さんは全く知らずに入札されたというような

解釈でよろしいんですか。 

○委員長（清水  寛） 加藤参事。 

○教育総務課参事（加藤 哲夫） ２学期からスター

トするというのは、工務店のほうには口頭で伝えて

おります。 

○委員長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 口頭で伝えていたけど、契約

書にはうたってなかった。ですので、ちょっとその

辺が甘くなったみたいな解釈でよろしいですか。 

○委員長（清水  寛） 加藤参事。 

○教育総務課参事（加藤 哲夫） 当初から申し上げ

ておりましたが、工事の工程につきましては、契約

締結後に工事業者さんが具体的に工程を組んで進

めていくということを申し上げてまして、低学年棟、

２学期からスタートというのも一応予定というこ

とで最初進めておりましたので、その結果、資材の

遅延だとか、いろんな要因が出てきたという結果に

なります。以上です。 

○委員長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、たくさん。 

 それと、今回この遅延が分かったのは、確定した

のはいつ頃ですか、その日付を教えていただけます

か。 

○委員長（清水  寛） 加藤参事。 

○教育総務課参事（加藤 哲夫） 今回の報告が今と

なった理由ということなんですが、具体的には、３

月７日に施工業者さんと調整しまして判明したと

いうことになります。以上です。 

○委員長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） ちょっとこの日付の確認をし

たのは、タイミングが一般質問の最終日にこの追加

が上がってきて、僕たち議員からすると、正直一般

質問で取り上げれないタイミングでしたよね。それ

で、さらにここから次の議会までだったら随分先に

なってしまいますんで、正直議論ができない。議場

で議論ができないタイミングでこの議案が上がっ

てきたことにちょっと少し不満を持ってる議員も

いますので、その辺はちょっと提案していただくタ

イミングをもう少し考えれなかったのかなという、

ちょっと苦言を一言申しておきたいと思います。 

 それと、やはり何度も丁寧に市民説明会をされて

まして、そのときにも、結構９月にしますみたいな

ことをはっきりおっしゃってたように感じたんで

す。それがこういった理由で遅れるというのは、今

の時期ですので、仕方ない部分もあるのは十分理解

はしますが、やはりお子さんを学校に預けてる保護

者としては、やっぱり不信感につながる可能性もあ

りますので、ちょっとその辺はもう少し丁寧という

か、やはり一度説明会で言ったことはあまり覆らな

いように、今後恐らく但東でもありますし、出石で

もまた合併の話がありますんで、こういったことが

つながらないように、ぜひ丁寧な進め方をしていた

だけたらと、ちょっと一言申し添えておきます。 

○委員長（清水  寛） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 改めまして児童生徒

の皆さん、また保護者の皆様につきましては、おわ
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びを申し上げたいと思います。 

 保護者の皆様につきましては、また年が明けまし

た、４月から５月にかけまして説明会のほう開催さ

せていただきたいと思います。 

 また、新しい校舎を使用開始する時期につきまし

ても、４月から新しい学校が開設されるということ

でございますので、その辺り、教職員も新しい体制

になりますので、新しい教職員の体制、そしてＰＴ

Ａの役員の方も新しくなるというところでご意見

を伺いながら、各調整を進めてまいりたいと思って

おるところでございます。以上でございます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（森垣 康平） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 今の件なんですけれども、今

いろんなところで納入、業者さんが見つからないと

か、工期が遅れるというのは一般的に、一般の住宅

でもよく耳にすることなんですけれども、私も確か

に９月からスタートしますという、きっぱりした発

言はいろんなところで耳にしておりまして、その発

言をしながら、ひょっとして遅れるかもしれないか

なというようなことは、何か心の中、頭をよぎった

りとか、そういうことはなかったでしょうか。とい

いますの、もしそういうことがあるのであれば、何

かちょっとずつそのときから、ひょっとしたらって

いうことを考えながら、何か説明するときに精いっ

ぱい何かできなかったなと、ふと思ったんですが、

いかがでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） そうですね、当初の

基礎のくい打ちの工程のときに、業者のほうからは

くいの納品が、最終的には４０日遅れでございまし

たが、それ以上遅れるというような話も伺っており

まして、ちょっとその辺りで、もし本当にその納期

ということになりましたら、完全に間に合わないな

というような思いもございましたが、くいのほうが

想定よりも早く納入をされまして、くい打ちの工期

につきましても短縮をして、業者さんのほうも工夫

をして頑張っていただいたところでございまして、

その辺りにつきましては、後の工期のところで調整

をできるものと思っておりました。 

 保護者を含め地域の皆様には予定どおり２学期

からというようなご説明をさせていただいたとお

りでございます。しかしながら、結果といたしまし

て、それがちょっと覆るようなことになりましたこ

とはおわびを改めて申し上げたいと思っておりま

す。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） よく経緯が分かりました。す

ごくどきどきしながらもいけるかなと思いつつも、

すごい迷いもありながら進められたんだろうなと

いうことはよく分かりました。丁寧な説明していた

だければと思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、ちょっと話題が

違うんですけど、森垣委員が言われた中で、今後も

但東や出石でもあり得るというような言い方があ

ったんで、それは小中一貫校という、が、という意

味だったのかなと受け取ったんですけど、今後こう

いうことが但東や出石でもあり得るって言われた

ことについて、どうでしょう。教えてください。 

○委員長（清水  寛） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 今現在策定しており

ます豊岡市の適正規模・適正配置計画上におきまし

ては、但東地域については施設一体型小中一貫校を

整備するというような計画の内容となっておりま

す。したがいまして、計画に基づきましての発言と

いうことでお伺いしております。（「出石は」と呼

ぶ者あり） 

○委員長（清水  寛） 木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） 出石につきましては、

計画上は、将来的には小学校は出石地域で１校にと

いうような計画の内容とはなっておりまして、小中

一貫校につきましては特に記載のほうはございま

せん。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ですよね、出石で小中一貫校
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なんて話は全く聞いたことがなかったんで、但東、

出石でもって、そんなことになってるのかなと。分

かりました。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 正木次長。 

○教育次長（正木 一郎） 今回の件に関しまして、

本当に委員の皆様にお知らせするのも先ほどあり

ましたとおり、一般質問最終日というふうなことに

なって、謀ったわけではございません、決してそう

いう狙ったわけではございませんけども、そういっ

たタイミングになってしまいまして、深くおわびを

申し上げたいというふうに思います。 

 それから、今までずっと９月からスタートという

ふうなことで皆さんにお話しさせていただいた中

で、それが遅れるというふうな事態になってしまい

ました。本当に申し訳なく思っておりますし、子供

たちへの影響、また不安ということが今後発生しな

いように丁寧に説明に努めてまいりたいというふ

うに思っておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。大変申し訳ございませんでした。 

○委員長（清水  寛） では、質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第３９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。再開は１０時半

です。 

午前１０時１７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時２４分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） ただいまより文教民生分

科会を開会します。 

 第１８号議案、令和６年度豊岡市一般会計補正予

算（第１１号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、所管に係る歳

出、続いて歳入等の順で一気に説明をお願いします。

説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせく

ださい。 

 また、質疑は、全ての部署の説明の後に一括して

行います。 

 十分な質疑時間を確保するため、当局には不用額

等の減額の場合は高額な部分、また、特に必要があ

ると思われる部分を説明いただくよう依頼してお

り、そのような部分がない部署からは説明がありま

せんので、委員の皆さんはそのようにご理解願いま

すようよろしくお願いいたします。質疑は可能です

ので、よろしくお願いします。 

 それでは、くらし創造部、お願いします。 

 生活環境課、和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） 第１８号議案、令和

６年度豊岡市一般会計補正予算（第１１号）のうち、

生活環境課分についてご説明いたします。 

 まず、歳出でございます。議案書の２０５ページ

をご覧ください。説明欄の一番上の枠、４行目にな

りますが、ごみの減量・資源化対策事業費です。指

定ごみ袋等の作製業務につきましては入札執行に

伴う不用額を、資源ごみ集団回収促進費補助金は申

込数の精査による不用額をそれぞれ減額をしてい

ます。 

 続きまして、２０７ページをご覧ください。説明

欄の上から５つ目の枠、防犯対策事業費でございま

す。防犯灯整備及び防犯カメラ設置に係る補助金に

つきましては、申込数の精査による不用額を減額を

しています。 

 続きまして、２２７ページをご覧ください。下の

表、説明欄の上から塵芥処理事業費でございます。

北但行政事務組合の負担金を、組合の会計年度任用

職員の給与改定と売電収入の減額により４４４万

３，０００円増額をしています。次に、最終処分場

管理費とその下の旧清掃施設管理費の各業務につ

いて入札執行及び精査による不用額を減額をして
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います。 

 続きまして、その下の枠、し尿処理費でございま

す。し尿収集運搬業務及び負担金につきましては、

いずれも執行見込みの精査による減額でございま

す。 

 続きまして、歳入です。１８１ページをご覧くだ

さい。真ん中の表の説明欄の下の枠、ごみ処理手数

料、し尿処理手数料はいずれも決算見込額の精査に

より減額するものです。 

 続きまして、１８５ページをご覧ください。一番

下の表、説明欄の２行目、防犯カメラ設置費補助金

につきましては、歳出で防犯カメラ設置費に係る地

区等への補助金を減額しましたので、その財源とし

ている県の補助金について減額するものです。 

 続きまして、１９５ページをご覧ください。説明

欄の中ほど、事業負担金のうち豊岡最終処分場でご

ざいますが、豊岡最終処分場に係る経費は全て北但

行政事務組合に負担いただいていまして、歳出にお

いて減額していますので、歳入としてもその同額を

減額するものです。その下の汚泥処理負担金につき

ましては、下水道事業の汚泥搬入量確定に伴い、下

水道事業からの負担金を減額するものです。 

 続きまして、１９７ページをご覧ください。上の

表、旧豊岡清掃センターの移転補償費です。旧豊岡

清掃センターは、北近畿豊岡自動車道（豊岡道路Ⅱ

期）整備事業に伴い撤去を予定していまして、工事

に先駆けて実施していました設計等業務が完了し、

その補償費について国交省と協議した結果、４５４

万５，０００円を減額するものです。 

 最後に、１６４ページをご覧ください。繰越明許

費の補正でございます。款の欄、上から３つ目の衛

生費、事業名が豊岡最終処分場管理費につきまして

は、損傷の激しい苛性ソーダ用タンクの取替え工事

において資材の調達に相当の期間を要することが

判明しましたので、３７８万４，０００円を繰り越

そうとするものでございます。 

 生活環境課からの説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 次に、市民部、お願いし

ます。 

 窓口サービス課、川崎課長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） 市民部窓口サー

ビス課分からご説明させていただきます。 

 それでは、歳出からご説明いたします。議案書の

２１５ページをお願いいたします。真ん中の表の２

枠目、人口動態調査費の１，０００円は県からの委

託費増額に伴うものでございます。なお、歳入につ

きましても同額を増額計上しておりますけども、同

様の理由ですので、説明は省略させていただきます。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入です。１８１ページをご覧くだ

さい。真ん中の表の上の枠、戸籍手数料から印鑑証

明手数料までそれぞれ決算見込みにより減額する

ものでございます。 

 続きまして、１８５ページをご覧ください。上か

ら２つ目の表の一番上の枠、中長期在留者住居地届

出等事務委託金１６万６，０００円の減は、委託費

確定に伴う減額でございます。 

 窓口サービス課は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、国保・年金課、

恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、引き続

きまして、議案書の２１６、２１７ページをご覧く

ださい。上から４行目の国民健康保険事業特別会計

（事業勘定）繰出金４１０万８，０００円の増額に

つきましては、国保特別会計の保険基盤安定事業等

の決算見込みによるものでございます。 

 次に、同じページの下から３枠目になります。医

療費助成事業費１，０１６万円の減額につきまして

は、説明欄に記載の重度障害者医療費から母子家庭

等医療費助成事業費までの３つの助成事業費の増

額、減額によるもので、いずれも実績見込みによる

補正額でございます。補正を要する主な理由といた

しましては、重度障害者医療費助成では、受給者数

が前年更新時点で当初よりも１５人減少しており、

１人当たりの助成額も当初より約１，９００円低い

ことによります。 

 次の乳幼児等医療費助成につきましては、受給者

数が当初見込みよりも９０人程度増えてはおりま
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すけれども、１人当たりの助成額が当初見込額より

も約２，２００円低くなってございます。受給者数

が多いために、助成金額の総額への影響が大きくな

っております。 

 また、最後の母子家庭等医療費助成につきまして

は、１２月の補正予算で増額をいただいたところだ

ったんですけれども、入院件数のほうが増えたため、

追加で補正をお願いするものでございます。 

 次に、２１８、２１９ページをご覧ください。下

から３分の１辺りです。後期高齢者医療事業特別会

計繰出金２，１２０万５，０００円の減額につきま

しては、後期高齢者医療事業特別会計における保険

基盤安定事業等の決算見込みによるものでござい

ます。 

 次に、２２０、２２１ページをご覧ください。下

段の表の９行目、児童手当給付事業費１億１８万５，

０００円の減額につきましては、児童手当の給付実

績見込みによる不用額を減額するものでございま

す。 

 次に、２２４、２２５ページをご覧ください。下

から６行目、未熟児養育医療助成金１８６万円の減

額につきましても、未熟児養育医療の実績見込みに

よる減額補正となっております。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入でございます。当課所管の先ほ

どから説明させていただきました分のことになり

ますけれども、今回この歳入の補正計上額につきま

しては全て決算見込みによる増減額、または歳出に

伴う国県負担金補助金の増減額になります。 

 補正する予算科目につきましては、１８０、１８

１ページになります。１８１ページの下の表の２行

目、国民健康保険基盤安定費負担金、その３行下の

国民健康保険未就学児均等割保険料負担金、その下

の国民健康保険産前産後保険料負担金、その３行下

の児童手当負担金、その下の養育医療事業費負担金、

続いて、１８５ページの真ん中辺りです。国民健康

保険基盤安定費負担金、その４行下からの国民健康

保険未就学児均等割保険料負担金、国民健康保険産

前産後保険料負担金、あと、後期高齢者医療基盤安

定費負担金、その３行下です。児童手当負担金、さ

らに２行下の養育医療事業費負担金につきまして

は、それぞれ決算見込みによる国、県の負担金の補

正になります。 

 続いて、１８７ページです。１８７ページの２行

目になります。重度障害者医療費助成事業費補助金

から４行下の母子家庭等医療費助成費補助金まで

のそれぞれの増額、減額につきましては、いずれも

各医療費助成事業の補正額に伴う県補助金になり

ます。 

 少し飛びまして、１９５ページです。１９５ペー

ジ、下から３分の１辺りのところにあります、記載

されてます、兵庫県後期高齢者医療広域連合補助金

につきましては、マイナンバーカードと健康保険証

の一体化推進等事業費補助金によります。 

 くらし創造部、市民部からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、健康福祉部、お

願いします。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） それでは、健康福祉

部社会福祉課からご説明をさせていただきます。 

 それでは、歳出から、２１７ページをご覧くださ

い。２１７ページの右側、社会福祉総務費の説明欄

でございます。一番上の表の１つ目の枠の１行目、

特別障害者手当等運営対策事業費の障害児福祉手

当、特別障害者手当２５０万４，０００円の減額、

それから、下がっていただきまして、１０行目、低

所得世帯生活支援給付金支給事業費の交付金１，７

５０万円の減額、１６行目に下がっていただきまし

て、定額減税補足給付費金支給事業費の交付金３，

４００万円の減額、これらはいずれも事業費の実績

見込みにより減額するものでございます。 

 ２つ目の枠の１行目、身体障害者福祉事業費の補

助金８７万６，０００円の増額でございます。こち

らは、昨日の本委員会でもご説明をさせていただき

ました、医療支援型グループホーム運営事業の実施

に当たりまして、本年度分の所要額について措置を

するものでございます。 

 同じページの下から２つ目の枠になります、１行
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目の城崎健康福祉センター管理費の手数料５７万

５，０００円の減額でございますが、こちらは、こ

ちらも昨日の本委員会でご説明をいたしましたと

おり、防火水槽設置工事を来年度実施することに伴

って土地、建物の鑑定評価を来年度に実施すること

としたことから減額するものでございます。 

 その３行目の日高東部健康福祉センター管理費

の投資委託料及び補修工事費２２２万９，０００円

の減額でございます。こちらにつきましては、雨漏

りをしておりました屋根全体を補修する工事、こち

らを本年度実施をしております。こちらが終了した

ことによりまして、本不用額を減額するものでござ

います。 

 一番下の枠になります、障害者（児）自立支援給

付事業費の１，３５０万３，０００円の増額分でご

ざいます。こちらにつきましては、障害福祉サービ

スの報酬の改定が令和６年度に実施をされたこと

ですとか、例年に比べまして高額の補装具、例えば

姿勢保持装置ですとか、電動車椅子といったものの

交付や修理が多くなってきておりましたこと、それ

から、障害者グループホームの利用者が増加をして

いる中で家賃の上昇も起きているというようなこ

とが理由になっておりまして、予算に不足が生じて

まいっております。当初の見込みよりも増額する分

について、これを増額補正を行うものでございます。 

 次に、歳入についてご説明をさせていただきます。

１８３ページをご覧ください。表の一番下の枠にな

ります、地方創生臨時交付金５，１５０万円の減額

ですが、これは先ほどご説明をさせていただきまし

た、低所得世帯生活支援給付金支給事業費の交付金

１，７５０万円と、定額減税補足給付金支給事業費

の交付金３，４００万円の国庫負担分でございます。

補助率は、こちら１０分の１０となっております。 

 次に、１８７ページをご覧ください。表の２つ目

の枠の一番下の行になります。障害者自立支援利用

者支援費補助金５９万４，０００円の増額ですけれ

ども、こちらは、先ほどご説明をさせていただきま

した、障害者（児）自立支援給付事業費のうちのグ

ループホーム低所得利用者家賃助成事業費と、医療

支援型グループホーム運営支援事業費の県負担分

ということになってございます。補助率はいずれも

２分の１でございます。 

 １９１ページをご覧ください。一番下の表の２つ

目の枠になります、福祉基金繰入金４００万円の減

額は、障害者基幹相談支援事業費４２３万２，００

０円を減額をしておりますことに伴いまして、この

財源でございます福祉基金の繰入金を減額するも

のでございます。 

 そのほかの収入につきましては、歳出の補正に伴

う国県の補助金等の減額補正するものが中心です

ので、説明は省略させていただきます。 

 次に、繰越明許費補正でございます。１６４ペー

ジをご覧ください。上から２枠目の３、民生費、社

会福祉費の身体障害者福祉事業１億円でございま

す。医療的ケア児（者）及び重症心身障害児（者）

に対応した障害福祉施設を整備する法人に対し対

象経費の２分の１、１施設１億円を上限として補助

するものでございまして、本年度は２施設分、交付

決定をいたしております。このうち夜間を支援いた

しますグループホームにつきましては、当初の計画

どおり本年度中に工事が完了する見込みでござい

ますが、放課後等デイサービスのような日中を支援

する施設につきましては、諸般の事情によりまして

完成が来年度となりますことから、７年度に繰越し

を行うものでございます。 

 続いて、最後に１６７ページをご覧ください。地

方債補正でございます。表の８行目になります、社

会福祉施設整備事業費のうち、２つ下の日高東部健

康福祉センターにつきましては、先ほどご説明いた

だきました屋根の補修工事の完了によりまして２

００万円減額するものでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、高年介護課、定

元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 歳出です。２１７ペ

ージをご覧ください。表の下の２枠目の説明欄、下

から３行上の但東健康増進センター管理費２５万

１，０００円の減は、今年度、但東健康増進センタ
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ーの長寿命化を図るため修繕工事を実施しました

が、当初、施工監理につきましては業者委託をする

予定でしたが、建築住宅課直営で行うこととなった

ため、減額するものです。 

 続きまして、２１９ページをご覧ください。下段

の表の上の枠、説明欄、下から５行上、介護保険事

業特別会計繰出金５，３１１万９，０００円の減は、

第２２号議案で可決いただきました、令和６年度豊

岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）の一

般会計繰入金の減額に対するものです。 

 同じく下段の表、２枠目の１行目、人件費８万円

の減額から、２２１ページの上段の表の最後、民間

老人福祉施設助成事業費の５，６６４万１，０００

円までの減額につきましては、実績見込みによるも

のです。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入です。１８７ページをご覧くだ

さい。上から３枠目の説明欄、地域介護拠点整備費

補助金５，６６４万１，０００円の減額、その下、

定期巡回・随時対応サービス事業者参入促進事業費

補助金６１万５，０００円の減額は、実績見込みに

伴います県補助金の減額です。 

 続きまして、１９７ページをご覧ください。下段

の表の上から２枠目、社会福祉施設整備事業債の但

東健康増進センターの３０万円の減は、修繕工事が

完成したことに伴う事業債の減額であります。 

 歳入は以上です。 

 続きまして、１６４ページをご覧ください。繰越

明許費の補正です。上から６行目の民間老人福祉施

設助成事業ですが、第９期介護保険事業計画に基づ

き、小規模多機能型居宅介護を公募し、応募した事

業所が当初、昨年末をめどに開設予定としていまし

たが、検討するに当たり改修規模が想定より増加し

たこと、当初には予定していなかったスプリンクラ

ー用のタンクを設置することが必要になったこと

などから納品に日数がかかり、今年度中に工事が完

成できないことから、繰越明許を行うものでありま

す。金額は２，２５３万４，０００円であります。 

 最後です。１６７ページをご覧ください。地方債

補正です。上から９行目、但東健康増進センターで

すが、修繕工事が完成したことから、限度額を１，

０６０万円から１，０３０万円、変更するものであ

ります。 

 高年介護課の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、健康増進課、宮

本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、健康増進

課の歳出の補正で主なものについて説明いたしま

すので、２１７ページをお願いします。 

 一番上の枠の７行目になります、国民健康保険事

業特別会計（直診勘定）繰出金ですが、資母診療所

の決算見込みによりまして一般会計からの繰出金

を減額するものです。 

 次に、２２５ページをお願いします。大きな枠の

２枠目の一番上の枠の上から４行目、ちょっとやや

こしいこと言うてごめんなさい。ＯＡソフト借り上

げ料というのがあると思います。これについては、

健康管理システムの標準化に対応できるシステム

の運用について１０月からを予定していましたが、

少し遅れて１２月からとなったため、２か月分を減

額するものです。 

 その下の庁用備品の減額ですが、健康管理システ

ム用パソコンの入札減によりまして減額するもの

です。 

 その下、総合健康ゾーン健康増進施設管理費の光

熱水費は、決算見込みにより減額するものです。 

 その次の枠の上から７行目になります。健康診査

事業費ですが、主にすこやか市民健診業務の決算見

込みによりまして減額するものです。 

 次に、２２７ページをお願いします。１つ目の大

きな枠の一番上の枠になります。予防接種事業費で

すが、主に帯状疱疹ワクチンと新型コロナワクチン

の接種見込みによりまして減額するものです。 

 次に、そこから２つ下の枠になります。公立豊岡

病院組合負担金ですが、今年度、分賦金の確定につ

いては、１，５４９万５，０００円の増額となりま

したが、公立豊岡病院の整備に過疎債を発行して、

その分を負担金として４，０００万円、支出する予
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算化していましたが、今年度については豊岡病院に

おいて整備事業ができなかったことから、その４，

０００万円は全額減額することになります。全体の

予算としては、減額補正するということになります。 

 次に、その下の枠になります。診療所事業特別会

計繰出金につきましては、各診療所の決算見込みに

よりまして繰出金を減額するものです。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入の主なものを説明いたしますの

で、１８７ページをお願いします。上から５つ目の

枠の一番下になります、帯状疱疹予防接種助成事業

費補助金ですが、接種見込みによりまして県からの

補助金を減額するものです。 

 次に、１９３ページをお願いします。一番下の枠

の２つ目の枠の２行目、各種健診弁償金ですが、す

こやか市民健診業務の決算見込みによりまして健

診の弁償金を減額するものです。 

 次に、１９５ページをお願いします。上から２３

行目の総合健康ゾーン健康増進施設については、決

算見込みにより事業者からの光熱水費等使用者負

担金を減額するものです。 

 そこから下に、１９行目になります。新型コロナ

定期接種ワクチン助成金ですが、接種見込みにより

まして基金管理団体からの助成金を減額するもの

です。 

 次に、１９７ページをお願いします。２つ目の大

きな枠の上から３枠目の一番上、保健施設整備事業

債は、公立豊岡病院整備に係る市債ですが、全額を

減額するものです。 

 次に、地方債補正について説明いたしますので、

戻っていただいて、１６７ページをお願いします。

上から１２行目になります、但馬救命救急センター

分ですが、これについても全額を減額するものです。 

 健康福祉部は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 次に、こども未来部お願

いします。 

 こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料２２５ページ

をご覧ください。一番下の枠、真ん中辺りの母子保

健事業費になります。こども未来課分については１，

３５６万円の減額のうち、未熟児養育医療助成金を

除いた事業費で、１，１７０万円の減額となります。

全て執行見込みによる減額となります。業務委託料

の産後ケア業務の委託料、それから産前産後サポー

ター業務の委託料、交付金では出産・子育て応援交

付金、それから妊婦健康診査費助成金、特定不妊治

療費助成金の減額になります。 

 次に、歳入です。歳入は、出産・子育て応援給付

金の減額に伴う減額になります。資料１８３ページ

のほうをご覧ください。国庫補助金の上から４枠目

になります。保健衛生費補助金です。実績見込額の

３分の２が国費となりますので、歳出の減額に合わ

せた４２０万円の減額となります。 

 次に、１８７ページをご覧ください。真ん中辺り

になります。保健衛生費補助金で、県の補助金にな

ります。真ん中の出産・子育て応援交付金で１１６

万７，０００円の減額、県の補助金率は６分の１で

したので、その金額に相当した減額となります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 次に、こども支援課、吉

本課長。 

○こども支援課長（吉本  努） まず、歳出のほう

からです。２２１ページをご覧ください。２２１ペ

ージの下の表の１枠目の７行目になります。児童扶

養手当給付事業費５８８万３，０００円の減額とい

う形になります。こちらのほうの減額をはじめ、こ

ども支援課分はいずれも決算見込みによります減

額という形になりますので、以降の説明は省略させ

ていただきます。 

 続いて、歳入です。歳入、１７９ページをご覧く

ださい。１７９ページの２つ目の表の一番下、母子

生活支援施設入所者負担金１万２，０００円の減額

でございます。これ以降、こども支援課分の国、県

の負担金、補助金等は、先ほどの歳出の事業費の減

額に伴いまして決算見込みの減額という形で計上

させていただいております。 

 ただし、１８３ページをご覧ください。１８３ペ

ージの一番下、利用者支援事業費補助金及び１８７
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ページをご覧ください。１８７ページの一番下、同

じく県のほうの利用者支援事業費補助金、こちらの

ほうは国の補助金交付要綱の改正がございまして、

補助基準単価の改正ですとか補助率の改正がござ

いまして、それぞれ８２７万６，０００円と２０６

万８，０００円の増額という形で計上させていただ

いております。 

 こども未来部の説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 次に、観光文化部、お願

いします。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 文化・ス

ポーツ振興課のほうのスポーツのほうに関しまし

て、私のほうから先に説明させていただきます。 

 歳出で、２５５ページでございます。中段辺りを

ご覧ください。生涯スポーツ振興事業費、ボート推

進事業費、出石グラウンド管理費につきましては、

いずれも実績見込みによる不用額の減額というこ

とです。出石グラウンドにつきましては、設計のほ

うを当初予定しておったんですけども、建築住宅課

のほうの直営で賄えたということで、減額となって

ございます。 

 続きまして、歳入でございます。１９９ページを

ご覧ください。下から２枠目にある保健体育施設整

備事業債の出石グラウンドの減額ですが、先ほどの

実績見込みによるもので、減額というふうになって

ございます。 

 続きまして、１６９ページでございます。地方債

の補正でございますが、下から２行目に保健体育施

設整備事業費というのがございます。これが先ほど

の出石グラウンド分ということになります。 

 続きまして、１６６ページでございます。変更分

の枠の一番下に植村スポーツ公園の指定管理料が

ございます。これ、先ほどご説明をさせていただき

ました、指定期間を令和７年度から５年間としてい

たものを３年間に、それからまた限度額を、５，０

８１万５，０００円を３，７９８万９，０００円に

変更するものでございます。 

 最後に、１６５ページでございます。繰越明許費

補正でございます。教育費のところ、１０でござい

ますが、その６の保健体育費というところに竹野海

洋センターと豊岡市民グラウンド、２つ上げさせて

いただいております。竹野海洋センターの管理費に

つきましては、電線ケーブル類の供給不足によりま

して、施工に必要な資材の調達に不測の日数を要し

てしまった繰り越すということでお願いをしたい

と思ってございます。それから、市民グラウンド管

理費につきましては、４種公認の工事をしてるわけ

なんですけども、工事施工に伴う関係機関との調整

協議に不測の日数を要したため繰り越すというも

のでございます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 次に、福井参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） 私から

は、文化振興に関しまして説明をさせていただきま

す。 

 まず、歳出です。資料は２０３ページをお開きく

ださい。説明欄の上から８行目にあります基金管理

費のうち、財政調整金積立金３，１１９万円のうち

２０万円の増額です。市内の団体から社会教育事業

に対する寄附がありましたものを財政調整基金へ

積み立てるものでございます。 

 続きまして、２０７ページをお開きください。下

から６行目、子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽

祭開催事業費は、実行委員会への補助金の精算によ

る減額でございます。 

 続いて、２４９ページをお開きください。下から

２つ目の囲み、文化振興費の手数料です。城崎美術

品等収蔵庫の不動産鑑定について、防火水槽の工事

の関係でスケジュールを見直し、来年度に行うこと

としたため、減額するものでございます。 

 続いて、２５３ページをお開きください。下から

１つ目と２つ目の枠でございます。美術館管理費、

美術館事業費については、各経費の精算による減額

でございます。 

 続きまして、歳入でございます。１８３ページを

お開きください。１８３ページの下から３つ目の枠

の文化芸術振興費補助金の４８２万１，０００円の
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増額については、当初、文化庁の補助率を３０％で

見込んでおりましたが、申請内容を評価していただ

き補助率が上がったため、増額するものでございま

す。 

 続きまして、１９１ページをお開きください。１

９１ページの中ほど、社会教育事業費寄附金の２０

万円は、歳出で説明しました寄附の分となります。 

 同じページの下から５段目の財政調整基金繰入

金７億２９９万２，０００円のうち２０５万９，０

００円は、文化芸術振興費補助金の増額に伴い減額

するものでございます。 

 続きまして、繰越明許費です。１６４ページをお

開きください。上から２段目、財産管理費３８９万

８，０００円ですが、旧寺坂小学校の物品等収蔵庫

整備に係る実施設計について、不測の事態に備えた

適正な工期を確保するため、次年度へ繰り越すもの

でございます。 

 私からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 次に、藤原参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（藤原 孝行） ２５３

ページをご覧ください。私からは、市民会館に係る

ものにつきましてご説明を申し上げます。 

 まず、上の段の市民会館管理費６５万８，０００

円の減額、その下の市民会館等自主事業費の９１万

３，０００円です。これは事業費、事業等が終了し

たこと、あるいは見込みに伴って不用額を減額する

ものです。ですが、特に自主事業費につきましては、

次に申し上げます歳入の自主事業の入場料の減額

に伴って歳出を非常に精査しておるという状況で

ございます。 

 次に、歳入のほうです。１９５ページをご覧くだ

さい。一番下の市民会館等入場料２９３万３，００

０円の減額です。先ほど申し上げましたように、自

主事業、様々な広報媒体等で利用、それから事業収

支図ってまいりましたが、事業によってはやはり当

初予定していた金額、枚数等、達しなかったものに

ついて減額をするものでございます。 

 市民会館につきましては以上です。 

○分科会長（清水  寛） 次に、武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） 私から

は、文化財室分について説明させていただきます。 

 歳出をお願いします。２５１ページになります。

上から２枠目の１行目をご覧ください。人件費５７

２万４，０００円の減額のうち、文化財室分５５８

万９，０００円を減額しています。 

 続きまして、その下の事業、埋蔵文化財発掘調査

事業費２２４万２，０００円を減額し、先ほどの人

件費と合わせて７８３万１，０００円の減額となっ

ております。これは事業の精算となりますが、１件、

民間事業者の自己都合による発掘調査の事業の延

期を決定し、本年度の人件費、事業費合わせて６１

０万円を減額し、次年度に事業を行うものです。 

 続きまして、歳入についてご説明させていただき

ます。１９５ページをお願いします。２枠目、中ほ

ど、ちょうど真ん中辺りになります。事業負担金の

埋蔵文化財発掘調査費負担金を７２０万８，０００

円を減額しています。先ほどの民間事業の発掘調査

延期に伴う６１０万円が含まれています。 

 文化・スポーツ振興課からの説明は以上となりま

す。 

○分科会長（清水  寛） 次に、新文化会館整備推

進室、村田室長。 

○新文化会館整備推進室長（村田 一紀） 私からは、

新文化会館整備推進室の内容について説明をさせ

ていただきます。 

 まず、歳出について説明をさせていただきます。

２５５ページをご覧ください。上囲みの３升目、新

文化会館整備事業費です。業務委託料のうち、事業

の方針変更に伴う業務の精算見込みによりまして

管理運営計画策定支援業務を４３万４，０００円、

減額するものでございます。 

 歳入以下、地方債までの計上はございません。 

 観光文化部からの説明は以上で終わります。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、教育委員会、お

願いします。 

 教育総務課、木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） それでは、教育総務

課分を説明いたします。 
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 教育総務課分、歳出及び歳入の補正につきまして

は、全て事業費の決算見込みにより減額するもので

ございます。 

 次に、繰越明許費補正でございます。１６５ペー

ジをご覧ください。上の表、上から５行目、小中一

貫校整備事業でございます。こちら、義務教育学校、

竹野学園の整備事業につきまして、２億９，１２６

万６，０００円を翌年度に繰り越すものでございま

す。 

 教育総務課分は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 次に、幼児育成課、向原

課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） まず、歳出です。２

２１ページ、下から２行目をご覧ください。放課後

児童クラブ整備事業費６２０万８，０００円を減額

しております。こちらは、日高放課後児童クラブ便

所等改修工事の事業完了に伴いまして、工事監理、

工事費の不用額を減額するものです。 

 続きまして、２２３ページ、２枠目の中ほど、私

立保育園等振興事業費７６万８，０００円を増額し

ております。こちらは、多子世帯等保育料軽減事業

費補助金の事業見込みによる増額です。 

 そのほかにつきましては、全て実績見込みにより

ます精算ですので、説明は省略させていただきます。 

 続きまして、歳入です。１７９ページの２枠目の

１行目をご覧ください。児童福祉費負担金、特定教

育・保育施設利用者負担金２，８７４万８，０００

円の減額です。こちらは、いわゆる保育料でして、

実績見込みにより減額するものです。 

 そのほか、国県の補助金等がありますが、こちら

も実績見込みによる精算となりますので、説明は省

略させていただきます。 

 幼児育成課は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 終わりですね。終わりで

大丈夫ですね。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 教育委員会からの説

明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 文化芸術に関してちょっと確

認させてください。 

 １８３ページで説明いただいた、文化芸術振興費

補助金というのが４８２万円増になってるのかな、

というのがあったと思うんですけど、これ、もう少

し具体的に教えていただけたらありがたいんです

が、どういったものが評価されて増えたのか。 

○分科会長（清水  寛） 福井参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） 文化芸

術振興費補助金につきましては、例年３０％から３

０％強の補助率でこれまで交付決定いただいてた

ところなんですが、今年につきましては、具体的に

どこかどう評価されたかというところは分かりま

せんけれども、結果としまして、事業費に対して約

４７％、上限が２分の１ということなっておりまし

て、ほぼそこに近い補助率ということで決定してく

ださいましたので、それで増額をさせていただいた

ものでございます。 

○分科会長（清水  寛） 前田委員。 

○観光文化部長（米田 紀子） ちょっといいですか、

委員長。 

○分科会長（清水  寛） 米田部長。 

○観光文化部長（米田 紀子） ごめんなさい、ちょ

っと補足させていただきます。 

 文化庁の補助金でして、文化芸術創造拠点形成事

業という補助金です。ずっとＴＡＳ（タス）といっ

て文化シーズン、アートシーズンですね、豊岡アー

トシーズンというのやってまして、ずっと頂いてい

る補助金で、市民会館の事業、それからおんぷの祭

典とか、学校の公演事業とか、いろんなことの、庁

内を横串といいますか、いろんな事業を取りまとめ

て文化振興課でやってる事業に対しての補助金と

いうことでございます。ちょっと補足させていただ

きます。 

○分科会長（清水  寛） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） ありがとうございます。豊岡

の文化芸術が下火になっていかないように活動を

日々していただいているかと思うんですが、こうい
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った評価が高まっていくというのはすごい喜ばし

いことかなと思います。現状をもう少し分析してい

ただいて、今後さらに評価していただけるように努

力していただけたらと思います。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） ページ数分かりませんけども、

生活環境課の分で防犯カメラの設置のところで、申

込数が、減額になってた理由は申込数が少なかった

ということでしょうか、教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） 当初予算では１０件

を予定していましたが、実績として６件の申込みが

ございました。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） それは区から申請が上がって

くるということだと思うんですけれども、一般的に

区からの申請って多いのかなというイメージで、そ

の中でいろんなことをしてくださいということが

たくさんあってきて、その中で優先順位をつけて精

査するのかなっていうイメージがあったんですけ

ど、防犯カメラについては少なかったということで

よろしいんですかね。 

○分科会長（清水  寛） 和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） 予算に対しては少な

かったということです。 

○委員（義本みどり） 分かりました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） またちょっと考えてから、い

いです、ありがとうございました。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 補正予算の、豊岡病院の繰出

金の２，４５０万５，０００円と直接の関係はない

んですけども、説明をいただく中で、本会議でも少

し触れさせていただいた、その病院経営が非常に厳

しくなってて、どちらかというともう当たり前だと

いうようなイメージで進んでるんですけれども、こ

の辺り、ちょっと触れさせていただいた、その病院

経営に関する市の関与の仕方で、経営会議なんかを

どういうふうに今現在、具体的に、豊岡市の副市長

であるとか、原田部長であるとか、どういうふうに

関与されて経営推進をなさっているのか、少し聞い

ておきたいなと思いますんで、お願いできますか。 

○分科会長（清水  寛） どうしますか。 

○委員（福田 嗣久） 課長でも部長でも。 

○分科会長（清水  寛） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 一般質問のときの答

弁の、部長の答弁もありましたように、まず、一応、

一番大きな機関としては構成市長会というところ

で豊岡病院の経営状況とか、そういった話を聞いて、

意思決定をしているというところです。その後、そ

れ以外にも経営強化のプランを、経営強化プラン作

成のときには部長が出席して市の意見を述べさせ

てもらってる。それ以外にも、我々事務方レベルで

は、こういった病院の大きな事業がある前には、当

然、予算の関係もありますので、こういった事業を

計画してるというような内部での協議がされてい

ると。その都度、当然、市のほうは予算厳しいとい

うことは、こちらの市の意見として豊岡病院には伝

えさせてもらってるという状況です。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 基本的には構成市長会が一番

なんでしょうけれども、先ほど申し上げた、赤字は

もうやむなしという感じで動いてるんですけども、

基本的に、豊岡病院組合の一般質問であったんです

けれども、経験したことがない赤字、内部留保資金

の枯渇に陥ってる状況の中で、このまま市が今まで

と同じような関与の仕方で本当に大丈夫なのかな

という気がして、いざになっときは、やはり市に跳

ね返ってくるんで、市の財政当局も含めてもう少し

関与を深める必要があるのではないかということ

は基本的に考えるんですけども、その辺りについて

はいかがですか。 

○分科会長（清水  寛） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 今以上に関与を深め

るべきだということなんですけれども、今は、手続

的には、豊岡病院の構成市長会の規約等々を踏まえ
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て、まず構成市長会の中で議案の提出前であるとか、

あるいは基礎的な事項、重要事項についてはその都

度協議を進めておりますので、そこで市長、豊岡市

長、朝来市長、それぞれで意思決定をしてるという

ことです。ですので、これ以上の意思決定っていう

のがないんですよね。ただ、やはり最大の、最少の

経費で最大の利益を上げるというのが病院側の使

命ですので、じゃあそこをどうやって我々が関与す

るのかといいますと、病院の経営改革プランという

のをつくるときに関係者、私も参画しておりました

けども、昨年度つくりました。そのときにつくった

その内部留保金の減り具合よりも今回の減り具合

のほうが、実態のほうがすごく早い、加速度的に内

部留保金が減ってきているので、そこの見直しを豊

岡病院側も早い段階でやりたいということですの

で、我々としてはそこで意見を言うということにな

ると思うんですけれども。ただ、なかなかその一朝

一夕にこの収益を上げるというのは非常に難しい

というのは、この間の病院の組合議会の中でも議論

がなされたとこだと思いますけども。そんな中でど

うすべきなのかというのを、我々もそうですし、組

合の議員さんのほうもいろいろと知恵を出してい

ただきながら、この難局乗り切っていく必要がある

のかなというふうに、そんなふうに思ってます。以

上です。 

○分科会長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 議員の知恵というのもそうた

くさんあるわけではないですけども、今、部長がお

っしゃったように加速度的に悪くなってるのは実

態だと思うし、それが今、構成市長会で規約の中で

最初の予算組みなんかをやってるということで、当

然そうなんでしょうけれども、結果、１年たった後

にごそっとマイナスするわな。新年度予算もごそっ

とこう、予算組みもこうなってるということからし

たら、本当に加速度を増してるのは間違いないんで、

議員の力と言いながら、議員があそこでどれだけ発

言できて、どれだけできるんかいうたら、もう甚だ

心もとない面はありますわね。まずはやっぱり、市

立病院の面も非常に大きいんで、もう少し関与の仕

方を改めるべきではないんかな、あるいはもっと増

やすべきではないかなということを思ってます。 

 例えば、病院組合の決算をずっと見てても、医業

収益に対して人件費率が６７％ぐらいまで及んで

きてるんです。６７％。これは異常に高い数値です。

もう当然分かっておられると思うんですけども。ど

の辺が普通なのかというと、やっぱ５０％前後だと

私は見てるんですけども、それぐらいで辛うじてト

イトイになるぐらいな感じがするんですけども、そ

ういったことすらその構成市長会議で話をされて

るんかどうか私は分かりませんけれども、それが結

果として１年たったらこう、今言ったように経験し

たこともない内部留保のマイナス、今年度、新年度

の予算上もそうだし、結果はもっと厳しくなると思

いますんで、早晩、なかなか難しいとこへ陥ってく

というふうに見てまして、何でこう言うかというと、

やっぱ議員さん、ここいらっしゃいますんで、議員

が共通の一つの認識してその辺のことを思ってお

くべきなんだろうなということをずっと考えてお

りまして。 

 だから、今申し上げたように、病院議会の中での

話を聞くと、もう、人件費増はもうやむを得ないと、

診療報酬についても、もう皆さん分かっておられる

んで、この改定の、これもそんな増える、めちゃめ

ちゃ増える要素はないわな、基本的には。今、公立

病院組合が６１％ほどマイナスしておって、助けて

くれ助けてくれ、こうしてやってますけれども、そ

れにしても国もやっぱしない袖は振れないとこも

あるんで、それみんな我々にまた跳ね返ってきます

んで、そういったことを考えると、やっぱ市の関与

の仕方をもうちょっと精査する、緻密なことをして

いく。今おっしゃった、議員のほうにも責任があり

ますよという言い方に聞こえるんだけど、それはも

ちろんそうなんだけども、そうなんだけれども、議

員もそこまでそこまで、誰しも上っ面をしゅっとな

でてるだけですから、非常に難しいなと思って、悩

んでるんですけど。いい知恵は誰もないかも分かり

ませんけども、その関与の在り方をもう少しするべ

きなんだろうなということ思いますんで、皆さんに
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ちょっと言っていただいたら。 

○分科会長（清水  寛） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） おっしゃったとおり

だと思います。構成市長会というのは、今まで議案

の提出前に基本的には構成市長会しておりました

ので、これからは蓋を開けた瞬間に赤字だから補填

してくれっていう話にならないように、もっともっ

と濃密な話合いが必要だなというふうに私も実感

しておりますので、豊岡病院側のほうにもそういっ

た話を持っていく中で、もう少しきめの細かい議論

ができるようにしていきたいなと思ってます。以上

です。 

○分科会長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ぜひそういった方向になるよ

うに願望といいますか、要望しておきたいと思いま

す。この件、大変難しい課題だと思いますけども、

どうもすっと流れているような気がして、議会が止

めれるわけでもないですからね、これは、というこ

とを申し上げておきたいと、皆さんにも聞いてもら

いたいと思って言わせていただきました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございませんか。 

○委員（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（須山 泰一） 病院のことだったらいろいろ

ありますけど。 

○委員（福田 嗣久） いやいや、関連した話だけ。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 今の意見についてですけど、

やっぱり管理者だとか理事、県から来られてて、豊

岡市と朝来市の意向でもっとやっていけたらいい

なと思うんですけど、兵庫県の意向がやっぱ強いよ

うな感じがしてるんですね。豊岡市の意向をもっと

強く言うていただきたいということに大賛成です。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか、答弁求

めますか、何か。 

○委員（須山 泰一） いや、いいです。 

○分科会長（清水  寛） いいですか。 

 ほかございませんか。よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議なしと認めます。よ

って、第１８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 分科会を暫時休憩します。 

午前１１時２５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時２５分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんから何

かございましたら発言をお願いいたします。 

 そうしましたら、委員会を暫時休憩します。 

午前１１時２５分休憩 

──────────────────── 

午前１１時３７分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開い

たします。 

 議事順序を変更し、４の報告事項に入ります。 

 高年介護課から、外出支援サービス助成事業利用

者ヒアリング結果についてです。 

 説明をお願いいたします。 

 高年介護課、玉島参事。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 委員長、ちょっと口

火を切らせてください。 

○委員長（清水  寛） それじゃあ、原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） すみません、貴重な

時間いただきまして、昼前に申し訳ございません。

外出支援サービスの助成事業についてということ

で、本日ご報告をさせていただきたいと思います。 

 今回、ヒアリング結果を報告させていただくんで

すけれども、このヒアリングをしましたのは、この

外出支援サービスの事業を持続可能な制度とする

ために、適正な利用者負担と公費負担の在り方を検

討するに当たりまして、助成額の大きい区分１の人
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工透析の方の利用の実態を把握いたしました。その

後、今後の見直しの当たっての参考としたいという

ふうに考えております。ヒアリングの人数について

は、４０人の方にヒアリングを行っております。そ

の結果の取りまとめができましたので今回報告さ

せていただくんですけども、先ほどもちょっとお話

出ておりましたが、実はこのヒアリングは１１月の

下旬から１２月にかけてしましたので、本来ならも

う少し早く取りまとめをして、３月議会の前に報告

させていただきたいなと思っておりましたけども、

ちょっと取りまとめに時間がかかってしまいまし

て、このような日になってしまったということをお

わび申し上げたいと思います。 

 それでは、詳細につきましては担当参事のほうか

ら報告をしたいと思います。 

○委員長（清水  寛） では、玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） では、外出支援サ

ービス助成事業利用者ヒアリング結果について、お

手元の資料のほうを基に報告をさせていただきた

いと思います。 

 まず、概要のほうですけれども、主なヒアリング

内容といたしましては、そこのア、イ、ウ、エの４

項目と大きなところの項目がございます。家族構成

及び基礎情報、それから現在の利用状況の確認、そ

して今後の利用制度見直しについてということと、

そして負担軽減策についてということの項目をお

聞きしております。 

 方法につきましては、訪問による調査ということ

で、各振興局の職員と共に実施をしております。 

 区分のほうは、区分１で４０人の方を対象となっ

ております。 

 結果の概要ですけれども、２のところになります。

まず、（１）の通院の回数というところですが、や

はり週３回といったところ、月水金とか火木土とか、

そういった形で週３回の方が一番多いということ

になりますのと、それから、治療所要時間というの

は４時間というところが一番多いことになります。 

 （２）ですけれども、同居の家族形態につきまし

ては、本人とお子さんですね、子供さん、夫婦も含

めましてというところが２９％、それから、またあ

と夫婦でといったところが多く、独居というところ

が２１％ということになります。 

 それから、（３）のところですが、透析治療後の

運転や公共交通機関の利用は８５％の方ができな

いということで言っておられまして、ほとんどの方

が透析後の運転はできないとお答えをいただいて

おります。 

 それから（４）ですけれども、チケット、助成券

ですね、を利用しないときの通院手段としましては、

やはり家族送迎というところが６３％、２５人と最

も多いということになります。 

 それから、（５）の交通費に充てている主な収入

というのは、本人の年金が８３％というところで一

番多いかったということになります。 

 また、あと、（６）のところで、仮に利用者負担

額が公共交通機関の利用よりも割高になった、倍ぐ

らいのようなイメージになったとしても、公共交通

を利用できるといった人が全員が介護タクシー（助

成あり）を利用するということで、たとえ公共交通

が利用できたとしても、介護タクシーのほう利用し

たいということで、現状ではそのようにお答えをい

ただいております。 

 （７）の自身の年間助成額を知っているかという

質問に対しましては、知らないという方が７０％と

いうことで、多くの方はご自身の助成額のほうをご

存じではなかったということになります。 

 （８）のチケットを利用しないときの交通手段で、

家族送迎等、そういったことを増やすことができる

と答えた人は３３％、できないと答えた方は４８％

となります。 

 それから、（９）のところの在宅透析、腹膜透析

につきましては、知っていると答えた方は８５％で

したけれども、自費で導入の可能性があると答えた

方はお一人のみとなりますし、助成がある場合でも

お二人というところで、導入の可能性のほうという

のは、知っていても低いのかなというふうに考えて

おります。 

 （10）のところ、住み替えに関する助成がある場
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合に、住み替えに関してのその選択肢として可能性

があると答えた方は１８％ということになります。 

 また（11）、相乗りということで、複数の方と乗

車して病院などに行くということですけれども、８

割の方が前向きに考えておられまして、捉えておら

れまして、否定的な意見は２割ということで、少な

かったという結果です。 

 ３番の今後の方向性についてですけれども、利用

者の負担軽減策のうち、先ほど申し上げました在宅

透析とか、それから腹膜透析と住み替え費用助成の

導入につきましては、利用者のやはりニーズは少な

いんですけれども、今後の検討課題としていきたい

と思います。 

 それから、（２）の相乗りについてですけれども、

先ほども８割の方ということでお伝えしましたが、

肯定的な意見が多かったので、今後、課題整理とか

事業者との調整を進めていきたいというふうに思

っております。 

 また、（３）で、制度の現状とか今後の利用負担

額の増加、それから助成上限額の設定につきまして

は、おおむね理解を示されたのかなというふうに思

っておりまして、今後、利用者負担額、助成額につ

いての検討は進めていきたいと考えております。 

 それから、また、別添でヒアリング結果の詳細を

おつけしておりますので、ご参考で資料としてご確

認をいただければと思います。 

 説明のほうは以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 委員の皆さんで特に質問があればお願いします。

大丈夫ですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） これを今こう示されて、本来

はもっと早く示される予定、したかったいうことで

もあったんですけど、その１年、昨年、料金の変更

があって、２．２６倍があって、１年たって、今後

は、方向性としては、この３月に一つは変更のもの

が出てくる可能性もあるかな思ってたんですけど、

出なかった。来年１年度は現行のまま続けて、また

その先に変更を考えるっていう感じでしょうか、ど

うでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） そうですね、この

ヒアリング結果につきましては、やはり実態を調査

するということで、まずは利用者の方の実態、どう

いった実態でおられるか、それから家族構成とか、

それから、いろんな思いがおありなんでしょうけれ

ども、利用のほうの状況を確認して、それから我々

の考えるそういう今後の持続可能な制度としての

ご協力がいただけそうかといったような雰囲気も

含めまして、いろいろとお聞きする中で、今回、ヒ

アリングのほうの実施結果、出てまいりましたので、

これを基に今後、この２５年度につきましては、次

年度以降、持続可能制度にするために検討のほうを

進めてまいりたいというふうに思っております。以

上でございます。 

○委員長（清水  寛） どうですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ちょっとその回答のところで

見れば、割高、公共交通より割高になっても介護タ

クシー使いたいんだという人が多いということで

すけど、タクシーなんで家の前まで来てくれるから

ですね、帰りも届けてくれる、タクシーのほうが、

普通の公共交通とは違って、もうやっぱりそれは使

い勝手がええですよね。それはそうなんですけども。

これ区分１ですからね、透析ですから、たしか６８

０円が一番元金額ですね、タクシーの初乗り運賃と

一緒に合わせた、一緒ですよね、値段。福祉タクシ

ーを券なしで使っても券ありで使っても要するに

６８０円ってことですね、これ、違いますか。タク

シーとして使えるんですよね、たしか、福祉タクシ

ー。券なしだったら普通のタクシー料金で、普通の

タクシーで、一緒の状態なんですよね、今。区分２、

区分３だったら初乗りは９００円なんでね。 

 そうですね、もう一つ、その透析関係は、在宅血

液透析とか腹膜透析なんか、あるいは住み替えなん

ていうのは、ちょっとそれを増やそういうようのは

なかなか難しいことなんじゃないかな思うんです

けど、これは、病院の近くに例えば引っ越してくれ
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たら、外出支援サービスは利用しなくなりますよね、

確かに。それはそうですけど、それはなかなか、そ

ういう誘導というのは難しいんじゃないかと、腹膜

透析、自分で要するに家で透析するように誘導する

というのもなかなか難しいことなんじゃないかと

思ってしまったんですが、どうでしょうね。 

○委員長（清水  寛） 玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） そうですね、腹膜

透析、それから引っ越しで住み替えのほうのことも

お聞きしております。腹膜透析につきましては、場

合によっては、以前にも腹膜透析をご自身でやって

おられたと、やりながら仕事もされておられたとい

うような方もおられまして、お話もお伺いをしてお

りました。実際には、１日に何回も変えないといけ

ないというようなご事情あったりとか、それから、

そのことによって腹膜炎といったようなことの可

能性、それから、ほかのやっておられない方でも感

染症のことが怖いとか、衛生面でどうだろうかとい

ったようなことも、いろいろご意見も賜っておりま

す。 

 また住み替えのほうの助成に関しましては、近く

に住むというところも、１人で行けるわけではなく

て、今は家族と一緒に暮らしていて、行くんであれ

ば家族と一緒に行くとか、そういう、自分１人だけ

で何かできるわけではないというところもあって、

なかなか難しい面もあるのかなというふうに思っ

ておりますので、この２つの助成につきましては、

ちょっといろいろ課題があるので、検討をさせてい

ただきたいなというふうに思っております。 

○委員長（清水  寛） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） ちょっと補足をさせ

ていただきます。 

 我々は、この在宅血液透析とか腹膜透析、それか

ら住み替えのほう、無理やりやっていこうとは思っ

てません。まずこのヒアリングの中でニーズとして

あるのかどうかっていうのを確認すると、少数では

ありますけれども、もしそういったものができるん

だったらやってもいいよねっていうような、ニーズ

があることが把握できたので、選択肢の幅を広げる

という視点においては、これも有効かなというふう

には思ってます。ですので、無理にこれを進めよう

という考えは毛頭ありません。 

 それから、先ほどの前の質問で、２０２５年度に

検討して、２０２６年度から見直ししたものを実行

されるのかどうかという、そこどうかという質問が

ございましたけども、２０２５年度に見直しを行い

たいと思ってます。その見直しを踏まえて、２０２

６年度から新たな制度にしていきたいなというふ

うに思っております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 取りあえず分かりました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございますか。なさそ

うですね。 

 それでは、ここで健康福祉部の皆さんにつきまし

ては、退席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１１時５１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５３分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） それでは、分科会を再開

します。 

 協議事項に戻りまして、２、意見・要望のまとめ

に入ります。 

 まず、分科会意見・要望として、予算決算委員会

に報告すべき内容について協議いただきたいと思

います。 

 ということで、暫時休憩します。 

午前１１時５４分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５６分再開 

○分科会長（清水  寛） そしたら、会議を再開し

ます。 

 ２８号議案の意見・要望については、今、お手元

のほうに示してます昨日のまとめの内容で特に問

題はなさそうなので、これでいきたいと思います。 

 次に、本日審査を行いました、令和６年度一般会
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計補正予算関係議案に対する当分科会の意見・要望

について協議いただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５７分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５７分再開 

○分科会長（清水  寛） そしたら、ちょっと会議

を再開します。 

 では、今回の一般会計補正予算に関しては、そし

たら特につけることはないというような今の反応

ですので、その件に関しては、また案文については

正副分科会長に一任願いたいと思いますが、これで

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） では、異議なしと認め、

そのように決定しました。 

 ここで分科会を閉会します。 

午前１１時５７分 分科会閉会 

──────────────────── 

午前１１時５７分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 次に、委員会意見・要望のまとめに入ります。 

 まず、これも、昨日、えっ、あったっけ、ああ、

あった、あっ、ちゃうわ、あらへんな。昨日は委員

会のほうの意見・要望はなかったんですが、本日委

員会審査を行いました議案に対する当委員会の意

見・要望について協議をいただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５８分休憩 

──────────────────── 

午後 ０時００分再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、会議を再開しま

す。 

 第３９号議案の工事請負費変更契約についてと

いうところ、森垣委員のほうから、当局のほうにい

ろいろと質疑あったんですけども、最終的には、そ

したら、森垣委員のほうからちょっと何か意見・要

望案としてつけたい言葉があればご発言をいただ

きたいと思いますけども。 

○委員（森垣 康平） 損傷が見つかって請負金額が

変更になった、この件に関してどうこう言うつもり

は全くないのですが、やはり一貫して９月には全生

徒が移動して開校したいというのを明言されてお

りまして、それがこのような事情でいろいろと遅れ

たというのは、さすがに地元に対しては少し不誠実

だったかなという部分も感じますので、今後同じよ

うな、学校統合ですとか一貫校のモデルケースとも

なり得る竹野学園のことですので、できましたらそ

ういったこと、子供たちに不安とか、安心が与えれ

るような事業の進め方に留意していただきたいと

いうようなことを入れていただけたらと思っとり

ます。 

○委員長（清水  寛） 分かりました。 

 そうしましたら、取りあえずざっとした感じで言

えば、当初からやはり明言をしてしまうというのは、

やはりこういう時期ではなかなか、もう少し幅を持

ってする必要もあるのかなと思いますし、今後の学

校統合とか、それこそこの内容というのもほかの公

共事業に対しても一つモデルになる内容だろうな

ということもありますので、そういった状況も踏ま

えて、ちょっと意見を正副で考えていきたいと思い

ますが、それで皆さんよろしいでしょうか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） あんまりそういう要望を僕は

聞かんのでね、期日がそう変わったで許せんって、

米田議員が一般質問で言われとったときに、ああ、

かなり強くそれを言われてるのは見た、聞いたけど、

と思ったんですけど。だから委員会として別に意見

つけるのは構いませんけど、そんな強行に、期日、

どうでも守ってもらわな困るとまでは僕は思わな

いですけどね。 

○委員（福田 嗣久） いや、市民の側からどんなか

な。 

○委員（須山 泰一） 市民の側からがどうなるかが

ちょっと、僕はそこら辺あんまり、そんな聞いてな

い。 

○委員（森垣 康平） ちょっといいですか。 

○委員長（清水  寛） はい。 
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○委員（森垣 康平） 説明責任はしっかりしてくだ

さいと言っただけです。丁寧な、地元から不満の出

ないような丁寧な説明をしてくださいと僕は言っ

たつもりですけど。 

○委員（福田 嗣久） 軟らかい文面にしといて。 

○委員（須山 泰一） あんまり強固にせんでほしい

なという気がしますけどね。 

○委員長（清水  寛） 分かりました。いずれにし

ても、もう少し、何ていうんですかね、必ず守らな

ければならないということは、それはルールとして

契約事項でもあるんで、書かなければならないこと

だとは思うんですけども、今、森垣さんが言われた

とおりで、やはり説明責任はしっかりと果たしても

らう、要はこういう条件もありますよということが

最初にうたわれていれば、もう少し条件は変わった

んだろうなと思うんですけども、できます、大丈夫

です、安心してくださいみたいなことを言ってしま

うというのはちょっと控えてもらわないと、皆に、

要は期待感をあおってしまうんで、そこのところ辺

かなというとこでいかがですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） はい、分かりました。 

 そしたら、今の委員長意見・要望については正副

に一任願いたいと思います。また文案ができました

ら皆さんのほうにローカルメールなどでお知らせ

はしたいと思いますので、そこでまたご確認をくだ

さい。 

 じゃあ、次に、協議事項３の閉会中の継続審査の

申出についてを議題といたします。 

 委員会重点調査事項を閉会中の継続審査事項と

して議長に申し出たいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 内容は全然もう触ってない

んですけども、一番、まだ作って間がないというこ

ともありますから、これでいきたいと思います。な

ら、ああ、今出ましたけども、取りあえず今こんな

感じで出てますので、どうですか、大丈夫ですか。

大丈夫そうかな。ちょっと待ってくださいよ、この

内容です。 

 特にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そしたら、異議なしと認め、

そのように決定しました。 

 次に、協議事項の４の管外行政視察、行政視察研

修についてを議題といたします。 

 視察日程につきましては、５月の１９日月曜日か

ら２１日水曜日で決定をしておりますが、改めて日

程表、大丈夫ですね。 

 視察先については、これもお示しをしてるとおり、

１９日の午後に重層的支援体制整備事業について

愛知県の豊川市、２０日午後にターントクルこども

館を中心とした子育て施策、支援策について静岡県

の焼津市、２１日午前中にながふじ学府小中一体校

について静岡県の磐田市への視察を内定しており

ます。 

 ということで、これはちょっと私のほうからの提

案なんですけども、それぞれの、今３つあるんです

けども、皆さんでちょっと役割分担をして、そのど

れに興味があるというのをまず決めていただきた

いなと、そのことに対して質問事項も作っていただ

いて、当日その場で質問のタイミングにはイの一番

に発表してもらいたいなと、質問してもらいたいな

と思うんですけども、どう思われますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） いいですか。そしたらちょ

っとそれで、今３つ、重層的支援と子育て施策と小

中一体校という３つがあって、それぞれがちょっと

特徴的な内容でもあるんですけども、皆さんのほう

から立候補をいただきたいと思いますけども、いか

がでしょうか。 

○委員（須山 泰一） そこ分からへん状態やけどな、

僕、こども館で。 

○委員長（清水  寛） こども館、はい、じゃあ須

山さん。 

○委員（義本みどり） 重層、豊川市、重層。 

○委員（須山 泰一） こども館か、児童館じゃない、

こども館か。 
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○委員長（清水  寛） 児童館みたいなもんだけど。 

○委員（須山 泰一） ああ、児童館みたいなもん、

ならそれで。 

○委員長（清水  寛） 子供がたくさん。 

○委員（福田 嗣久） このターントクルって何です

か。 

○委員長（清水  寛） タントクルト、何かいろい

ろかけてあるんかな。ターントクル、いっぱい来る

っていうことですね。 

○委員（福田 嗣久） ああ、ターントクルか、ああ、

分かった分かった、理解できたわ、ターントクル。

ほんなら、小中一体校にしよか。 

○委員長（清水  寛） なら、小中一体は福田さん。 

 どうですか、そうしたら、あと、今のとこ義本さ

んが重層的支援、ターントクルは須山さん、小中一

体が福田さんっていうところで、今。 

○委員（福田 嗣久） それ以外言うたらあかんじゃ

ない。 

○委員長（清水  寛） いや、そんなことはないで

す。ただ、これ、手を挙げてもらったところを、質

問事項を考えてほしいなって思うのと、当日、質問

もしっかりしていただきたいなっていうことと、あ

と、そのまとめをまた書いてほしいなという、その

三本立てでお願いをしたいなと。当然お一人でとい

うことではなくて、バディーを組んでもらってって

いうことになりますから。 

○委員（福田 嗣久） ほんなら２人ずつ当てときな

い。 

○委員長（清水  寛） はい。あとどうですか。前

田さん、森垣さん。 

○委員（前田 敦司） あとこれでしたっけ。 

○委員長（清水  寛） うん。ほかもあったんだけ

ど、結果、やっぱり受入れがしてもらえれへん。時

期的に選挙があったり、要は内部で異動があったり、

そういうことで、場所があんまり離れとってもなん

で、結果としては今、幾つぐらいですかね、６つぐ

らい当たってもらったんですかね。 

○事務局主幹（小崎 新子） そうですね、たくさん、

結構比べて比べてって。 

○委員長（清水  寛） そしたら当てるけど、ええ

ですか。 

○委員（前田 敦司） 大丈夫ですよ。 

○委員長（清水  寛） なら、森垣さん、小中一体

校でいいですか。 

○委員（森垣 康平） はい。 

○委員長（清水  寛） なら、そしたらターントク

ルを、そしたら前田君。前田君、どっちがいい、重

層的。 

○委員（前田 敦司） じゃあ、ターントクルで。 

○委員長（清水  寛） そしたら、前田君。なら重

層、そしたら、なら荒木君、いいですか。 

○委員（荒木慎大郎） はい。 

○委員長（清水  寛） 取りあえずこんな感じでい

きたいと思います。 

 そしたら、質問事項について、次の事務概要の委

員会が４月なんですけども、４月の１４日にあるん

で、そこで皆さんにまた見てもらいながら意見を言

いたいなと思います。様式はまだですので、４月の

１０日の木曜日にまたお返事をいただけたらなと

いうふうに思います。 

 あとは、あれか、食事か、食事って言ってました

ね。 

○委員（前田 敦司） ちょっといいですか、ごめん

なさい。 

○委員長（清水  寛） はい。 

○委員（前田 敦司） 今回のこの視察で見たいとこ

ろってこれ書いてあるんですけど、それぞれね。も

し委員長の中でこういうとこが見たいんだってい

うのがそもそも、選定されたときにあると思うんで

すけど、その辺があればちょっとお聞かせいただき

たいんですけど。 

○委員長（清水  寛） 僕は３０か所ぐらいもう出

したんです。３０か所ぐらい出した中で、場所をま

ずどの地域にするかっていう、今回はいわゆる中部

地方、愛知のほうにっていうことで、ここで絞りを

したということなんですけど。 

○委員（前田 敦司） そこが見たい場所で、その中

でこの豊川市役所とターントクルとながふじ学府
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小中一体校。小中一貫校は先進事例として分かるけ

ど、この上２つはちょっとどういった意図があるの

か、ちょっと教えてもらえると、そこをさらに深掘

りできるなと思うんで、何で選定されたのか。 

○委員長（清水  寛） 基本的には、その重層的支

援体制というのは福祉の関係で、これ、今、全国的

にもずっと取り上げられてる内容なんだけど、豊岡

市は実はこれはタッチしてないんです。だから、し

てないものを、やっぱり全国でこれだけ進められて

るっていうのの価値を見定めるために行くという

ことが一つ。これは、もう一つはターントクルこど

も館、まさにアイティにあるようなもの、ああいう

ものではなくて、やはりもっと子供を中心として子

育て支援、要は子育てをする人たちが集まる施設っ

ていうものを、豊岡も持ってるんだけど、実際はあ

そこはまともに機能してないんで、もっと機能する

ものをどのように運営をされてるのかというのを

見るのに、これは……。 

○委員（前田 敦司） ＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡ

をってこと。 

○委員長（清水  寛） ＷＡＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫ

Ａが、今は豊岡は子育て視点の施設にしようという

ことであそこに集約をしてるんですけども、そうい

う意味では先進地として、子育て支援を集約してい

ってる施設で有名なところなんで、そういうものか

ら学びがあるんじゃなかろうかということでの、当

然、ここは文教なんで、守備範囲が広いんで、ここ

以外にも守備範囲でいったらたくさんあるんです

けども、周辺地域で、要は今、全国から視察が来る

ところでこの委員会につながっていくところでっ

ていう選定をさせてもらって、この３つが要は先方

からオーケーって出てきたということです。だから

ほかにもたくさんあるんですよ。 

○委員（前田 敦司） 意図があってっていうわけじ

ゃなくて、先進地域ということでですね。 

○委員長（清水  寛） はい。いずれにしても先進

地視察ということで、豊岡市で取組をしてないわけ

じゃないんだけど、さらにうまく活用してるところ、

要はしっかりできてるところというところを見る

ことで豊岡市に生かすことができるだろうという

ことでの選択です。 

○委員（前田 敦司） よく分かりました。ありがと

うございます。 

○委員長（清水  寛） いいですか。（「はい」と

呼ぶ者あり） 

 では、食事のって言っとったの、食事、どこにあ

るんだろうか。あっ、これか。今、その食事のリス

ト、基本的には宿泊はもう浜松で連泊を考えてます。

荷物持って移動するのがあれなんで。ということで、

食事の、食事どころのリストも実は視察先のところ

から紹介をいただいたりして、今ここにリストアッ

プしてます。ということで、どうだろう、そこのと

ころは、そしたら小崎さんのほうからちょっと説明

を。 

○事務局主幹（小崎 新子） 休憩して、あっ、休憩

になってましたっけ。休憩でしたっけ、今。 

○委員長（清水  寛） ああ、休憩。 

 暫時休憩します。 

午後０時１０分休憩 

──────────────────── 

午後０時１８分再開 

○委員長（清水  寛） 会議を再開します。 

 それでは、視察に関してはこの程度にとどめたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そしたら、次、５番、その

他です。 

 その他、委員の皆さん方から何かあればご発言を

願います。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしたら、ないようでし

たら、以上をもちまして文教民生委員会を閉会いた

します。お疲れさまでした。 

午後０時１９分閉会 

──────────────────── 


